
平成２７年度 

鹿島小学校 学校図書館支援活動記録 
学校図書館支援員 猪狩奈々美 

 
１ 学校図書館の概要 

学校の紹介 

平成２７年度児童数 

１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 合計 

６８名 ５６名 ４４名 ６４名 ３９名 ６６名 ３３７名 

（平成２７年１２月末時点） 

学校派遣日数 月・火・水曜日の週３回 

貸出日    月・火・水曜日の週３回 

貸出時間   １０：００～１０：２５、昼休み、放課後 

開館時間   １０：００～１５：５０（冬期は１５：４０） 

図書担当教員  秋葉幸子教諭 鹿山まゆみ教諭 

学校図書館蔵書数（４月当初）    １０,２１９冊 

学校図書館受入冊数（３月末時点）     ７４９冊 

 うち  市費購入冊数及び金額      ２３３冊（４２９,８３１円） 

 うち  杉並文庫購入冊数        １６５冊 

うち  寄贈資料冊数          ２７１冊 

うち  ＰＴＡ図書費購入冊数       ８０冊 

 

２ 平成２７年度の課題及び目標 
① 課題 図書室の利用の仕方の周知が不十分である。 

→目標 貸出開始の際にオリエンテーションをする時間を設け、貸出・返却の仕方を確認する。

また、図書室内に注意書き等の掲示をする。 

② 課題 長い間読まれていない埃をかぶった本、古い紙芝居等の除籍が出来ていない。 

→目標 図書室内にあった古い蔵書等の確認は出来たが、その他にも学級文庫として配架され

ていた古い本、紙芝居も出てきたため学級に確認を取る。 

③ 課題 利用の少ない児童への働きかけとして、学校図書館支援員と学校（図書委員など）の  

共同企画の実施を行っていく。 

→目標 貸出が派遣日のみとなっているため、今後は派遣日以外でも貸出を行えるように環境

を整えられるようにしていきたい。 

 

７ 本年度の成果及び来年度に向けた課題 
（１）本年度の成果 

 ①第一図書室における耐震工事に伴う引っ越しおよび整理 

  目標としていた４月末までに引っ越しと整理を完了することができた。それにより、予定通

り５月より個人貸出および授業利用を開始することができた。 

 ②昭和年度受け入れ図書の更新 

  昨年度、除籍および廃棄を行った蔵書に代わる新しい情報の図書を選書・受入することがで

きた。 

 ③第一図書室における９類の正確な分類番号および著者記号の付与・ラベル変更 

  ９類文学について、第一図書室配架に関しては分類番号・著者記号を付与し、ラベルの変更

を完了することができた。 

 ④図書委員への貸出および返却方法の周知徹底 

  貸出当番を行う図書委員への周知が徹底され始め、図書支援員が補助を行わずとも他児童へ

の支援が行えていた。 

（２）来年度に向けた課題 

 ①第二図書室の整理 

  第一図書室の整理は完了したものの、児童が立ち入らない第二図書室の整理は後手に回り、

来年度以降の課題として残る。 

 ②昭和年度受け入れ図書の更新 

  今年度の選書だけでは蔵書が十分でない分類も多々ある。そのため、来年度以降も引き続き

除籍および廃棄を行った蔵書に代わる新しい情報の図書を選書・受入することが必要である。 

 ③第一図書室配架図書の正確な分類番号および著者記号の付与・ラベル変更 

  第一図書室配架の９類文学については完了することできたが、それ以外の分類は未だ完了ま

では遠い。引き続き行っていくべき課題である。 

 ④学級担任等と協力した学校図書館の利用促進および貸出・返却方法の周知徹底 

  児童によっては貸出および返却方法を熟知しておらず、その結果、不明となる蔵書が多数確

認されることとなった。しかし、貸出・返却方法の徹底は学校図書館へ足を運ぶ習慣の上に

成り立つ課題であり、まずは学校図書館の利用促進が求められる。今年度以上に学級担任と

協力し、取り組んでいきたい。 
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写真 2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６月 

・貸出を開始。鹿島小では３年生から図書室の利用が出来るため、新３年生には貸出の際にオリ

エンテーションをする時間を設けた。その他の学年に関しては、貸出の仕方が不明確な児童に

は支援員及び図書委員会が説明を行った。 

・３年生が国語の授業で絵を描くため、それに使用する絵本を３０冊ほど提供。 

・１年生が国語で使用する鳥のくちばしに関する資料を３０冊ほど提供。 

・杉並文庫の選書支援が完了。 

７月 

・夏休みに向けて怖い本やミステリーの本を集めたコーナーを設置。当初は夏の期間だけの予定

だったが、児童からの人気が高かったため、そのまま常設となった。（写真３） 

写真３ 怖い本、ミステリーの本のコーナー設置 

 

 

 

 

 

 

 

今年度の鹿島小購入雑誌リスト 

タイトル 出版社 

朝日小学生新聞 朝日新聞 

週刊朝日マンガ 

日本の歴史 
朝日新聞 

子供の科学 誠文堂新光社 

ジュニアエラ 朝日新聞出版 

Newsがわかる 毎日新聞社 

MOE 白泉社 

この本読んで JPIC 

おりがみ 日本折紙教会 

写真２ 
バックナンバーは新着雑誌の下に配架 

３ 活動の方針 
今年度の学校図書館の運営方針について担当教諭へ確認をしたところ、例年同様、４月当初は

児童用の貸出バーコードを作成、６月上旬を目安に今年度の貸出を開始することとなった。また

今年度から昼休みの時間が設けられたため、その時間も貸出をすることとなった。 

学校図書館年間活動計画（スケジュール） 

月別 蔵書管理・図書活用・読書指導 児童図書委員会活動内容 市立図書館との連携 

４月 ・担当教諭との打合せ ・図書の貸出準備 
・第１回学校図書館支援会議 

・図書の借用開始 

５月 
・学級文庫の入れ替え 

・杉並文庫選書開始 
・前期図書委員会編成 ・第２回学校図書館支援会議 

６月 
・オリエンテーション 

・貸出開始 

・書架整理 

・図書の貸出準備 
 

７月 

・怖い本・ミステリーのコーナー

設置 

・夏休み貸出 

・杉並文庫受入開始 

・夏休みの貸出準備 ・市内学校図書館見学 

８月 ・杉並文庫受入 ・書架整理 ・第３回学校図書館支援会議 

９月 

・夏休み貸出の返却対応 

・真野小学校の蔵書修理 

・大型連休に向けた貸出 

・夏休み貸出延滞本の確認及

び呼びかけ 

・連休貸出の補助 

 

１０月 

・夏休み貸出延滞本の確認及び督

促状作成 

・市費選書開始 

・寄贈分の選書開始 

・書架整理 ・第４回学校図書館支援会議 

１１月 
・市費選書 

・連休に向けた貸出 
・連休貸出の補助 ・中央図書館見学（２学年） 

１２月 

・推薦図書配架 

・冬休み貸出 

・除籍作業 

・冬休み貸出の補助 

・未返却図書の呼びかけ、督   

 促 

・第５回学校図書館支援会議 

１月 

・市費図書受入、配架 

・企画「おみくじ」 

・除籍作業 

・書架整理 

・貸出補助 
 

２月 
・企画「読書賞」 

・除籍作業 

・貸出補助 

・未返却図書の督促 
・第６回学校図書館支援会議 

３月 
・未返却図書、紛失図書の確認 

・除籍作業 

・紛失図書の捜索 

・未返却図書の督促 
・第７回学校図書館支援会議 

 

４ 年間活動内容 
１年間の主な活動記録 

４月～５月 

・貸出準備（児童用貸出バーコード作成） 

・1年生に絵本を学校図書館から３０冊、中央図書館から３０冊ほど提供した。  

・昨年度同様、雑誌・新聞の受入をした。雑誌等は個人貸出を行わず図書室で読むこととした。

（写真１、２） 
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１２月 

・冬をイメージした飾りを設置した。（写真８、９、１０）      

写真８            写真９             写真１０ 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

・冬休みの貸出開始。６年生は最後の長期貸出ということで、６年生を優先に１人２冊までの貸

出を行った。普段図書室を利用していなかった児童が本を借りていく姿が多く見られた。 

1 月～３月 

・お正月の企画としておみくじを作成。 

・冬休みに貸出をした本の返却。 

・情報が古い本を除籍した。 

 

 

 

５ 中央図書館サポート職員による支援内容 

・選書のアドバイス・本の分類の確認。 

・展示物のアドバイス。 

・季節飾り・展示用スタンド（ポップスタンド・ブックスタンド）の作成。 

・配架アドバイス。（８月来校） 

写真７ 読み聞かせの様子。 
読み終わりの際におはなしの
蔵の仕掛けを見せたところ、と
ても喜んでくれた。 

本を借りる際、折り方を聞きに来る児童もいた。 

写真１１ 
今年の干支である猿にち
なんだ「バナナおみくじ」 

中央図書館見学の様子 
 

 

 

 

・夏休みの貸出を開始。昨年度同様、一人２冊までの貸出を行った。低学年は長期休暇のみ貸出

可ということで、学校図書館支援員がオリエンテーションを行い、図書室での過ごし方や貸出

の仕方などを教えた。 

・今年度初めて利用する児童もおり、図書委員がいる学年は図書委員が貸出の仕方を説明した。 

８月～９月 

・杉並文庫の搬入および受入。       

 選書の際に担当教諭と話し合った結果、教科書掲載の本を中心に選書した。また、児童から続

きを要望されていたシリーズなども多数選書した。（写真３、４） 

          

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・大型連休を利用して 1人２冊までの貸出を行った。 

１０月～１１月 

・夏休み貸出の延滞確認及び督促状の作成。 

・市費選書支援開始。 

・中央図書館見学案内。 

 １１月１８日（水）１０時３０分～１１時３０分の予定で２学年の児童５６名、教員２名へ館

内案内、読み聞かせを行った。（写真６、７） 

 

 

 

        

 

 

写真５  

杉並文庫で本を選ぶ児童の様子 

未使用だった本棚を活用。 
このコーナーに移動した蔵書をリストアップし、掲示することで児童が配架を把握
しやすくなった。 
また、以前配架していた棚には、貼り紙などをつけて知らせた。 

中央図書館見学の様子 

写真６ 
初めて来館する児童もおり、たくさんの本
や季節の飾りを見て目を輝かせている様
子が見られた。 

写真４ 今年度の杉並文庫 
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杉並文庫で本を選ぶ児童の様子 

未使用だった本棚を活用。 
このコーナーに移動した蔵書をリストアップし、掲示することで児童が配架を把握
しやすくなった。 
また、以前配架していた棚には、貼り紙などをつけて知らせた。 

中央図書館見学の様子 

写真６ 
初めて来館する児童もおり、たくさんの本
や季節の飾りを見て目を輝かせている様
子が見られた。 

写真４ 今年度の杉並文庫 
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７月、１２月は長期休暇のため１人２冊までの貸出を行っており、貸出冊数がほかの月より多く

なっている。後期は学習発表会やマラソン大会などの学校行事が多かったが、そちらに熱心に取

り組みながらも読書をする児童の姿が見られた。 

 

７ 本年度の成果及び来年度に向けた課題 
（１）本年度の成果 

・新設した怖い本・ミステリーの本のコーナーが大好評であり、これをきっかけに図書室へ足を

運ぶ児童が増えた 

・学級担任とのコミュニケーションを取り、授業内容の資料提供をスムーズに行うことが出来た。 

（２）来年度に向けた課題 

・今年度に引き続き、長い間読まれていない埃をかぶったままの本や紙芝居、情報の古い本など

の処理をしていきたい。 

・鹿島小学校に導入されている電算システムは昨年度同様、学校図書館支援員のみが扱うことに

なっている。また貸出が派遣日のみとなっているため、児童がいつでも本に親しむことが出来

る環境にするための働きかけを行っていきたい。 
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